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このフロー図は、今後のかわさき強靱化計画の評価の実施状況により、変
更する可能性がある

※１ 「代替的な取組」とは、目標の取組に代えて行われる取組で、例えば、目標である研修会の実施に代えて動画を作成して配信するなど。

※２ 「目標達成への取組」とは、目標の達成を目指す中で行われる取組で、例えば、目標である工事の完成に向けて手順を変更するなど。
なお、この場合には、目標未達成の事実は変わらないため、評価への加点は行わない。

※３ 一の強靱化事業が複数の取組で構成される場合は、目標未達成の取組ごとに上記フローに基づき評価を行い、各取組ごとの評価を総合的
に勘案し、当該強靱化事業の評価区分 を決定する。

代替的な取組や目標達成へ
の取組ができなかった場合

目標未達成の事業に関する具体的な評価フロー 参考資料２
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